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議
長
あ
い
さ
つ 

議
　
長
　
瀬
川
　
治
男 

副
議
長
あ
い
さ
つ 

副
議
長
　
浅
野
　
英
彦 

議会だより 
●3月議会開かれる● 

議会だより 2007年11月1日発行　第16号 本 巣 市 

2

●9月議会開かれる● 

9月議会開かれる 9月議会開かれる 

　
こ
の
た
び
本
巣
市
議
会
議
長
に
就
任
し
、
大
変
光
栄
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
背
負
っ
て
い
る
責
任
の
大
き
さ
、
重
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
日
の
市
政
は
、
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
り
安
定
し
た
歳
入
確

保
が
厳
し
い
中
、
議
会
と
し
て
も
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
工
場

団
地
へ
の
企
業
誘
致
等
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
の
責
務

を
果
た
す
た
め
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
議
会
の
活
性
化
と
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
平
・
中
立
な
議
会
運
営
に
心
が

け
、
市
政
発
展
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　
中
山
間
地
と
商
業
地
域
が
混
在
す
る
本
巣
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
応
じ
た
施
策
を
講
じ
、
市
民
の
皆
様
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
政

治
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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議会だより 2007年11月1日発行　第16号 本 巣 市 
●新議会構成● 

9月議会開かれる 新しい議会構成決まる 
平成１９年９月２１日就任 

議　長　瀬川　治男 

副議長　浅野　英彦 
議会選出監査委員 

大熊　和久子 

◎道下　和茂　　○浅野　英彦　　　橋　勝美　　若原　敏郎　　　橋　秀和 

（任期１年） ◎委員長　○副委員長 

議会運営委員会 

◎　田　文一　　○　橋　秀和　　黒田　芳弘　　浅野　英彦　　若原　敏郎 

議会だより編集特別委員会 

◎　橋　勝美 
○舩渡　洋子 
　道下　和茂 
　中村　重光 
　瀬川　治男 
　大熊　和久子 
　遠山　利美 
 

総務企画委員会 

◎若原　敏郎 
○　田　文一 
　安藤　重夫 
　浅野　英彦 
　後藤　壽太郎 
　上谷　政明 
　鵜飼　静雄 
 

文教福祉委員会 

◎　橋　秀和 
○黒田　芳弘 
　鍔本　規之 
　臼井　悦子 
　村瀬　明義 
　大西　　三郎 
　戸部　　弘 

産業建設委員会 

（任期１年） 

常任委員会 

黒田　芳弘　　　橋　勝美　　後藤　壽太郎　　大西　　三郎　　鵜飼　静雄 

もとす広域連合議会議員 

ＤＭＶ＝Dｕａｌ　Ｍｏｄｅ　Ｖｅｈｉｃｌｅ 
道路とレールの両方を走行できる新しい乗り物。ＪＲ北海道が早期の本格導入を目指して研究・開発中。従来の鉄道車両と
比べ車両価格・ランニングコストが安価になる予定で、赤字を抱える全国の鉄道会社から期待を寄せられている。 
 
富山ライトレール 
ＪＲ西日本の富山港線の経営を引き継いだ第３セクターの会社。平成18年4月に開業。路面電車を近代化させた超低床車
両を導入し、18年度の一日平均の利用者数は開業前に予想していた3,400人を大きく上回る約4,900人。 

表
紙
写
真

 

デュアル　　　　　モード　　　　　　　 ビークル 
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議会だより 2007年11月1日発行　第16号 本 巣 市 
●19年度補正予算決まる● 

議
会
議
員 

活
動
日
誌 

場
　
所 

内
　
容 

日    

時 

青
少
年
海
外
派
遣
結
団
式
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会
 

ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
 

第
５６
回
県
消
防
操
法
大
会
 

も
と
す
広
域
連
合
総
務
介
護
常
任
委
員
会
協
議
会
 

議
会
運
営
委
員
会
 

第
４
回
根
尾
川
花
火
大
会
 

も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会
 

根
尾
盆
踊
り
、花
火
大
会
 

議
会
全
員
協
議
会
 

臨
時
議
会
 

宗
次
郎
淡
墨
桜
コ
ン
サ
ー
ト
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
 

市
総
合
防
災
訓
練
、講
演
会（
ぬ
く
も
り
の
里
） 

議
会
運
営
委
員
会
 

根
尾
地
域
敬
老
会
祝
賀
会
 

定
例
会
開
会
　
 

議
会
運
営
委
員
会
 

議
会
全
員
協
議
会
 

真
正
地
域
敬
老
祝
賀
会
 

総
務
企
画
委
員
会
 

糸
貫
地
域
敬
老
祝
賀
会
 

本
巣
地
域
敬
老
祝
賀
会
 

文
教
福
祉
委
員
会
 

産
業
建
設
委
員
会
 

糸
貫
東
幼
児
園
運
動
会
 

糸
貫
西
幼
児
園
運
動
会
 

各
４
中
学
校
体
育
大
会
 

    

真
正
分
庁
舎
 

 市
民
文
化
ホ
ー
ル
 

笠
松
町
民
米
野
運
動
場
 

も
と
す
合
同
庁
舎
 

 根
尾
川
河
畔
 

大
和
園
 

樽
見
駅
前
広
場
 

  淡
墨
公
園
 

 各
庁
舎
、市
内
一
円
 

 根
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
 

   本
巣
市
民
文
化
ホ
ー
ル
 

 ぬ
く
も
り
の
里
 

ぬ
く
も
り
の
里
 

真
正
分
庁
舎
 

糸
貫
分
庁
舎
 

席
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

一
色
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

各
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

    

１
日（
水
） 

２
日（
木
） 

４
日（
土
） 

５
日（
日
） 

９
日（
木
） 

１０
日（
金
） 

１１
日（
土
） 

１３
日（
月
） 

１４
日（
火
） 

１７
日（
金
） 

 １８
日（
土
） 

２１
日（
火
） 

２６
日（
日
） 

２９
日（
水
） 

４
日（
火
） 

５
日（
水
） 

 ６
日（
木
） 

７
日（
金
） 

１０
日（
月
） 

１１
日（
火
） 

１２
日（
水
） 

１３
日（
木
） 

１４
日（
金
） 

１５
日（
土
） 

      

　など決まる 

◎第４回臨時会（８月１７日）審議結果 

◎ 本巣市税条例の一部を改正する条例について（全員賛成） 

◎ 本巣市小口融資条例の一部を改正する条例について（全員賛成） 

◎ 平成１８年度本巣市水道事業会計決算について（全員賛成） 

◎ 物品売買契約（学校給食配送車）の締結について（全員賛成） 

納期前納付に係る報奨金の廃止（平成２０年度から） 
 
 
 
 
 
 
議長辞職の許可（全員賛成） 
議長選挙 
副議長辞職の許可（全員賛成） 
副議長選挙 
常任委員の選任 
議会運営委員の選任 
議会だより編集特別委員辞職許可（全員賛成） 
議会だより編集特別委員の選任 
監査委員の選任同意（賛成多数） 
もとす広域連合議会議員の選挙　 
 

 
 
 
 
 
 
 
◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 工事請負契約締結について（防災行政無線（デジタル移動系）設備設置工事）（全員賛成） 

◎ 工事請負契約締結について（学校給食センター建設工事（厨房設備））（賛成多数） 

8月 9月 

▲樽見駅駅舎完成予定模型 
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●19年度補正予算決まる● 

    議
会
全
員
協
議
会
 

石
川
県
津
幡
町
議
会
視
察
 

本
会
議（
一
般
質
問
） 

本
会
議（
一
般
質
問
） 

定
例
会
閉
会
 

各
８
小
学
校
運
動
会
 

真
正
幼
稚
園
運
動
会
 

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

本
巣
・
本
巣
西
・
神
海
　
３
保
育
園
合
同
運
動
会
 

戦
没
者
追
悼
式（
真
正
・
糸
貫
地
域
） 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会
 

う
す
ず
み
浪
漫
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
 

真
正
保
育
園
運
動
会
 

弾
正
保
育
園
運
動
会
 

本
巣
市
消
防
団
特
別
訓
練
 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

瑞
穂
市
・
本
巣
市
・
本
巣
郡
青
少
年
非
行
 

防
止
総
決
起
大
会
 

戦
没
者
追
悼
式（
根
尾
・
本
巣
地
域
） 

市
民
運
動
会
 

第
２
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
 

ラ
ム
i
n
熊
本
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
定
例
会
開
会
 

も
と
す
広
域
連
合
療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会
 

も
と
す
広
域
連
合
総
務
介
護
常
任
委
員
会
 

も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

も
と
す
広
域
連
合
議
会
定
例
会
閉
会
 

越
前
市
へ
友
好
交
流
 

産
業
建
設
委
員
会
協
議
会
 

         各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

真
正
幼
稚
園
　
園
庭
 

真
正
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 本
巣
多
目
的
広
場
 

市
民
文
化
ホ
ー
ル
 

  本
巣
公
民
館
 

真
正
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

弾
正
保
育
園
　
園
庭
 

本
庁
舎
前
駐
車
場
 

    根
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
 

 熊
本
市
　
市
民
会
館
 

       越
前
市
 

    １８
日（
火
） 

 １９
日（
水
） 

２０
日（
木
） 

２１
日（
金
） 

２２
日（
土
） 

２３
日（
日
） 

２５
日（
火
） 

２７
日（
木
） 

２９
日（
土
） 

３
日（
水
） 

 ５
日（
金
） 

 ６
日（
土
） 

 ７
日（
日
） 

 １０
日（
水
） 

１２
日（
金
） 

  １４
日（
日
） 

１５
日（
月
） 

  １６
日（
火
） 

１７
日（
水
） 

  １８
日（
木
） 

２４
日（
水
） 

２６
日（
金
） 

19年度補正予算　 
◎一般会計補正予算（第３号） 
　　 １億４８８４万円追加補正　　総額１５５億６千万円　（全員賛成） 

◎その他の補正予算（いずれも全員賛成） 

主な内容 

◎ 歳　　入 
特別交付金（平成１９年度の特別交付金が確定したことによる減額） 
地方交付税（平成１９年度の普通交付税が確定したことによる増額） 
林道災害復旧費補助金（平成１８年４月豪雨災害、上大須林道補助金） 
寄付金（根尾地域自治会からの樽見駅駅舎建築に対する寄付金） 
 
 
 

△１３３８万３千円 
1億８１８９万２千円 
６２１６万０千円 
８３万４千円 

 
 ◎ 歳　　出 

簡易水道特別会計 
農業集落排水特別会計 
 

水道事業会計 

１０４９万８千円 
２６０万４千円 
１１０万円 

　　　　　　　　１１０万円 
５７０万円 
１４５０万円 

 

 
 
収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 
 

今議会で決まった主な議案をお知らせします。 

樽見駅駅舎建設工事費および管理業務委託料 
児童福祉手当費（対象世帯の増に伴う児童扶養手当扶助費の増額） 
除雪車購入費 
西部連絡道路公共補償事業 
 

３８３２万５千円 
　 ５３５万６千円 
２０８２万５千円 
３２３０万２千円 

 
 
 
 

9月 10月 
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●一般質問● 

黒
田
　
芳
弘
議 

員 

  
　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
近
年
の
高

温
化
傾
向
と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
に
よ
り
体
感
温
度
は
上
昇
し

て
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
達
が
将
来
に
あ
た
っ
て

肉
体
的
・
精
神
的
に
元
気
で
強
く

生
き
る
た
め
の
教
育
の
場
で
あ
る

こ
と
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
も
は

や
そ
の
限
界
を
越
え
て
い
る
の
で

は
。
現
代
の
子
ど
も
達
は
、
空
調

整
備
さ
れ
た
環
境
の
な
か
で
生
ま

れ
育
っ
て
い
ま
す
。
 

　
教
室
の
暑
さ
は
、
集
中
力
が
減

退
し
学
習
効
果
の
低
下
や
健
康
面

に
つ
い
て
影
響
が
あ
る
の
で
は
と

心
配
さ
れ
ま
す
。
 

　
今
回
、
保
護
者
が
ま
ず
は
行
政

に
頼
ら
ず
自
分
達
で
取
り
組
ん
だ

想
い
を
大
切
に
し
、
保
護
者
の
総

意
で
あ
る
子
ど
も
達
の
よ
り
よ
い

環
境
の
中
で
の
学
習
意
欲
の
向
上

に
む
け
、
扇
風
機
を
設
置
し
教
育

環
境
の
改
善
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
で
示
し
て

い
る
「
学
校
環
境
衛
生
の
基
準
」

に
対
し
市
の
調
査
と
近
隣
市
町
の

設
置
状
況
は
。
 

  

高
橋
・
教
育
長 

　
６
月
と
９
月
に
各
小
学
校
で
行

っ
た
調
査
で
は
、
平
均
室
温
は
29.7

℃
で
し
た
。
 

　
近
隣
市
町
で
設
置
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
は
、
岐
阜
市
、
北
方
町
、
 

各
務
原
市
で
す
。
 

　
本
市
に
お
い
て
は
、
全
て
の
教

室
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

指
摘
の
よ
う
に
今
後
は
、
懸
念
さ

れ
る
地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
等
に
よ
る
連
続
す
る

猛
暑
が
子
ど
も
た
ち
の
学
習
効
果

や
学
習
効
率
の
低
下
を
招
く
こ
と

が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
 

　
熱
い
思
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

具
体
的
に
今
後
よ
く
検
討
し
、
速

や
か
に
複
数
年
度
の
計
画
を
も
っ

て
、
教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
ま

す
。
 

  

　
少
子
化
が
進
み
女
性
の
就
労
率

が
高
ま
る
中
、
病
気
に
な
っ
た
子

ど
も
へ
の
対
応
と
仕
事
の
両
立
に

悩
む
母
親
や
、
共
働
き
夫
婦
の
支

援
策
と
し
て
、
病
後
児
保
育
の
早

期
設
置
が
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

    
 

　
　
内
藤
・
市
長 

　
近
年
の
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
の
増
大
な
ど
子
育
て
を
取
り
巻

く
社
会
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

利
用
の
ニ
ー
ズ
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
か
つ
市
内
の
医
療
機

関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
医

療
併
設
型
の
方
式
が
導
入
で
き
な

い
か
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

    　
乳
幼
児
連
れ
で
窓
口
に
来
ら
れ

る
方
の
た
め
、
各
支
所
に
ベ
ビ
ー

カ
ー
の
設
置
を
し
て
は
。
 

    

　
　
高
木
・
副
市
長 

　
合
併
後
、
市
民
の
方
か
ら
設
置

の
有
無
の
お
尋
ね
や
要
望
の
確
認

を
し
ま
し
た
が
、
ど
の
施
設
に
お

い
て
も
無
か
っ
た
と
の
報
告
で
あ

り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
近
隣
の
市
町
に
つ
い
て
も
、
 

設
置
は
さ
れ
て
い
な
い
現
状
、
緊

急
性
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後

の
ニ
ー
ズ
を
眺
め
な
が
ら
、
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
 

    　
市
民
が
安
心
で
き
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
市
内
で
一
番
事
故
の
多

い
R
1
5
7
号
と
3
0
3
号
の
交

差
点
の
改
善
が
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 

   

　
　
服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
平
成
18
年
12
月
に
R
1
5
7
南

進
方
向
の
右
折
矢
印
の
信
号
を
設

置
し
、
改
善
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

モ
レ
ラ
岐
阜
が
開
店
し
、
事
故
の

多
発
に
繋
が
っ
た
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
対
策
に
つ
い
て
県
と
も
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
 

　
ま
た
北
上
渋
滞
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
３
月
に
以
北
三
橋
北
ま

で
全
て
系
統
式
の
信
号
に
変
わ
り

緩
和
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
西
部
連
絡
道
の
全
線
開
通
後
経

過
を
見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
 

 

舩
渡
　
洋
子
議 

員 

速
や
か
に
複
数
年
度
の
計
画
で 

設
置
し
ま
す 

  

学
校
教
育
環
境
の
改
善
（
暑 

さ
対
策
・
扇
風
機
の
設
置
を
） 

  

「
必
要
性
を
検
討
、
医
療
機
関 

と
の
連
携
を
進
め
る
」
と
定
め 

て
い
ま
す 

 

緊
急
性
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、 

今
後
検
討 

 

県
と
も
協
議
し
検
討 

 

国
道
１
５
７
号
と
３
０
３
号
の 

交
差
点
の
改
善
を 

市
役
所
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
設
置 

を 
 

病
児
・
病
後
児
保
育
所
の
早
期 

設
置
を 
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議会だより 2007年11月1日発行　第16号 本 巣 市 
●一般質問● 

一
　
般
　
質
　
問 

大
熊
　
和
久
子
議 

員 

 
  　

旧
糸
貫
町
東
部
は
岐
阜
都
市
計

画
区
域
に
指
定
さ
れ
区
域
区
分
さ

れ
て
い
る
。
岐
阜
都
市
計
画
区
域

か
ら
離
脱
し
て
本
巣
市
単
独
の
都

市
計
画
の
策
定
は
可
能
か
。 

  

　
　
服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
平
成
17
・
18
年
度
を
か
け
て
本

巣
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
素
案
を
策
定
し
、
市
内
全
域
で

懇
談
会
等
を
開
催
し
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
御
理
解
を
お
願
い
し
て

い
る
。
合
併
後
、
町
村
区
域
を
一

つ
の
都
市
計
画
区
域
に
指
定
し
、

一
体
の
都
市
と
し
て
総
合
整
備
開

発
及
び
保
全
を
行
う
こ
と
を
目
標

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
 

    ①
保
育
士
の
正
職
員
の
比
率
が
少

な
い
が
今
後
の
採
用
計
画
と
実

績
に
つ
い
て
 

②
留
守
家
庭
教
室
の
今
後
の
見
通

し
と
方
向
性
に
つ
い
て
 

③
幼
保
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

幼
保
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受

け
た
以
降
の
進
捗
状
況
は
 

  

　
　
土
川
・
総
務
部
長 

①
職
員
採
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

定
員
削
減
を
求
め
ら
れ
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
が
園
児
数
の
推

移
を
予
測
し
な
が
ら
現
場
の
意

向
も
踏
ま
え
、
計
画
的
に
採
用

し
て
い
く
。
 

　
　
島
田
・
健
康
福
祉
部
長 

②
留
守
家
庭
教
室
の
利
用
児
童
数

は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
基

本
的
に
は
現
在
の
小
学
校
施
設

及
び
子
供
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

た
運
営
に
努
め
た
い
。
 

　
　
内
藤
・
市
長 

③
認
定
子
ど
も
園
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
、
一
元
化
（
一
体
化
）

を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ

と
を
踏
ま
え
、
本
巣
地
域
南
部

の
２
園
の
統
合
建
築
、
糸
貫
２

園
の
新
築
、
真
正
地
域
３
園
の

増
築
な
ど
の
検
討
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
〝
認
定
子
ど
も
園
〞

の
方
式
の
導
入
に
向
け
て
公
立

保
育
施
設
の
整
備
方
針
等
を
ま

と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 

　 

  

「
広
報
も
と
す
」
や
、
２１
年
度
中

に
は
市
内
情
報
通
信
の
格
差
の
是

正
も
図
ら
れ
、
市
Ｈ
Ｐ
の
開
示
頻

度
も
増
加
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
に
有
料
広
告
枠
募
集
を
行
う
こ

と
で
財
源
確
保
、
経
費
削
減
や
企

業
の
宣
伝
効
果
な
ど
が
図
ら
れ
、

些
細
な
こ
と
で
も
積
み
重
な
れ
ば

大
き
な
効
果
が
生
じ
ま
す
が
そ
の

考
え
は
。 

  

土
川
・
総
務
部
長 

　
市
の
媒
体
を
利
用
し
た
有
料
広

告
募
集
は
、
県
内
で
も
既
に
導
入

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
 

　
本
市
も
地
域
経
済
の
活
性
化
、

財
源
確
保
を
図
る
目
的
に
、
広
告

の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

   

   　
景
観
法
に
よ
る
、
各
地
域
の
良

好
な
景
観
形
成
促
進
の
た
め
、
基

本
理
念
を
定
め
な
が
ら
、
都
市
計

画
区
域
内
で
は
都
計
の
手
法
を
活

用
し
、
都
市
計
画
区
域
外
で
は
条

例
等
を
定
め
、
良
好
な
景
観
形
成

を
図
り
な
が
ら
、
本
市
が
将
来
目

指
す
べ
き
姿
の
中
で
、
守
る
べ
き

も
の
は
後
世
に
残
し
、
引
き
継
ぎ

土
地
利
用
の
特
性
に
応
じ
、
周
辺

環
境
に
調
和
し
た
景
観
行
政
が
必

用
で
は
な
い
か
。
 

  

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
景
観
資
源
の
調
査
を
行
い
、
規

制
の
必
要
性
を
探
り
な
が
ら
岐
阜

県
の
ご
指
導
を
賜
り
、
景
観
行
政

団
体
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
参
り

た
い
。
 

道
下
　
和
茂
議 

員 

本
巣
都
市
計
画
区
域
を
検
討
　 

答
申
を
受
け
整
備
を
検
討
　 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及 

び
本
巣
市
都
市
計
画
区
域
の
指 

定
つ
い
て 

 

本
巣
市
南
部
（
真
正
地
域
） 

地
区
で
の
児
童
等
の
急
増
に 

伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て 

 

広
告
掲
載
を
検
討 

景
観
行
政
団
体
移
行
を
検
討 

市
広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
等
、
市
媒
体 

を
利
用
し
た
有
料
広
告
募
集
の 

考
え
は 

 

景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行
や
景 

観
計
画
等
の
策
定
の
考
え
は 
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橋
　
秀
和
議 

員 

  
①
市
内
に
、
本
店
、
営
業
所
を
持

つ
企
業
に
対
す
る
育
成
と
、
入

札
に
対
す
る
今
後
の
方
向
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
望

む
の
か
 

②
営
業
所
・
支
店
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
、
実
態
調
査
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。
 

③
受
注
者
に
対
し
、
下
請
け
、
及

び
資
材
購
入
に
つ
い
て
、
本
巣

市
内
の
企
業
を
利
用
す
る
よ
う

に
協
力
願
え
な
い
か
。
 

   

土
川
・
総
務
部
長 

①
各
企
業
、
団
体
の
協
力
は
、
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
 

　
既
存
の
事
業
者
へ
の
支
援
や
、

新
た
な
産
業
の
誘
致
も
進
め
て

い
く
。
 

　
特
に
、
地
元
に
貢
献
で
き
る
建

設
業
界
と
し
て
技
術
力
、
経
営

基
盤
の
強
化
等
を
は
か
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
地
域
産
業
の
育
成
の
観
点
か
ら
、
 

　
地
元
で
作
ら
れ
る
工
業
製
品
等

に
つ
い
て
、
公
正
な
競
争
を
確

保
し
つ
つ
導
入
し
て
い
き
た
い
。
 

　
ま
た
、
１
千
万
円
以
上
の
工
事

に
つ
い
て
地
域
要
件
を
定
め
る

中
で
、
市
内
に
本
店
を
有
す
る

企
業
を
前
提
に
参
加
の
機
会
を

配
慮
し
地
元
企
業
の
育
成
に
努

め
ま
す
。
 

②
現
在
の
段
階
で
は
、
支
障
は
な

い
が
今
後
の
事
を
考
え
実
態
の

調
査
を
行
い
ま
す
。
 

③
現
在
の
特
記
項
目
は
、
県
の
仕

様
を
参
考
に
用
い
て
い
る
の
で
、

今
後
は
、
本
巣
市
内
の
企
業
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
協

力
を
お
願
い
す
る
。
 

  

 

①
事
後
審
査
型
一
般
競
争
入
札
の

導
入
で
、
低
価
格
入
札
が
発
生

し
て
い
る
。
内
容
を
見
る
と
予

定
価
格
と
、
低
入
札
調
査
基
準

価
格
と
の
差
が
少
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。
 

　
予
定
価
格
の
設
定
は
、
何
を
基

準
に
し
て
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
ら
れ
る
の
か
。
 

②
低
入
札
調
査
基
準
価
格
の
設
定

は
、
何
を
基
準
に
し
て
ど
の
よ

う
に
決
め
ら
れ
る
の
か
。
 

③
他
市
と
、
本
巣
市
と
の
違
い
は

ど
の
様
に
あ
る
の
か
。
 

   

高
木
・
副
市
長 

①
土
木
工
事
に
つ
い
て
の
予
定
価

格
は
、
金
額
に
よ
り
市
長
、
副

市
長
、
総
務
部
長
が
決
め
る
。
 

　
設
計
金
額
は
、
設
計
書
に
そ
っ

て
県
単
価
に
数
量
を
掛
け
合
わ

せ
て
計
算
を
し
ま
す
。
 

　
見
積
書
に
よ
る
設
計
金
額
を
決

定
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
 

②
低
入
札
調
査
基
準
価
格
は
、
国

の
基
準
に
そ
っ
て
決
め
て
い
る
。
 

③
現
在
、
試
行
中
な
の
で
見
直
し

を
し
ま
す
。
 

 

鍔
本
　
規
之
議 

員 

地
元
の
、
企
業
の
育
成
に
努
め 

ま
す 

  

本
巣
市
内
の
企
業
、 

事
業
所
の
育
成
に
つ
い
て 

   

そ
れ
ぞ
れ
に
基
準
を
設
け
て
い 

る 一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て 

 

▲学校給食センター建設工事現場 
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一
　
般
　
質
　
問 

鵜
飼
　
静
雄
議 

員 

 
 　

本
格
的
な
市
民
参
加
と
協
働
を

築
く
た
め
に
、
「
基
本
条
例
」
の

制
定
を
考
え
る
時
期
で
は
。 

 

 

　
　
内
藤
・
市
長 

　
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が

ら
、
後
期
総
合
計
画
の
中
で
検
討

し
ま
す
。
 

  　
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
を
機
に
、
「
地
域
の
力
を
生
か

し
た
地
産
地
消
」
を
体
系
的
の
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
は
。
 

  

　
　
高
橋
・
教
育
長 

　
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
な
ど
、
関
係
者

と
の
話
し
合
い
を
、
教
育
委
員
会

が
責
任
を
も
っ
て
進
め
ま
す
。
 

 　
 

　
子
育
て
支
援
の
柱
は
「
経
済
的

負
担
の
軽
減
」
。
格
差
社
会
の
な

か
で
、
市
の
今
後
の
方
針
は
。
ま

た
、
放
課
後
留
守
家
庭
教
室
の
利

用
料
改
定
の
理
由
に
、
「
他
市
と

の
均
衡
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、

市
独
自
の
支
援
の
充
実
・
確
立
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
。
 

  

　
　
内
藤
・
市
長 

　
　
島
田
・
健
康
福
祉
部
長 

　
「
他
市
と
の
均
衡
」
は
不
適
切

な
表
現
で
し
た
。
現
在
の
市
独
自

の
支
援
策
を
継
続
し
ま
す
。
 

     

　
　
島
田
・
健
康
福
祉
部
長 

    

 

　 　
平
成
18
年
12
月
議
会
で
は
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
モ
レ
ラ
」
効

果
で
、
当
初
新
駅
設
置
計
画
の
年

間
利
用
者
数
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
と
の
事
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

利
用
者
数
及
び
経
営
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。 

　
ま
た
、
他
県
で
は
商
工
会
、
連

合
自
治
会
、
連
合
婦
人
会
な
ど
で

利
用
増
加
策
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
当

市
で
は
そ
の
よ
う
な
計
画
は
あ
り

ま
す
か
。 

  

内
藤
・
市
長 

　
モ
レ
ラ
駅
の
利
用
者
数
は
、
昨

年
度
13
万
人
、
今
年
度
は
９
万
人

超
が
予
想
さ
れ
、
全
体
で
は
昨
年

度
70
万
９
千
人
、
今
年
度
は
65
万

人
の
見
込
み
で
す
。
 

　
緊
急
貸
付
後
は
、
資
金
管
理
の

徹
底
・
早
急
な
事
業
の
見
直
し
・

人
件
費
等
の
削
減
を
申
し
入
れ
今

年
度
の
資
金
枯
渇
は
な
い
見
込
。
 

　
支
援
継
続
に
つ
い
て
は
、
沿
線

市
町
の
連
絡
協
議
会
で
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
し
、
経
営
改
善
計

画
の
見
直
し
を
進
め
つ
つ
調
査
協

議
を
し
て
お
り
、
12
月
議
会
に
は

ご
報
告
の
方
向
で
す
。
樽
見
鉄
道

マ
イ
レ
ー
ル
促
進
協
議
会
の
中
で

も
市
民
と
共
に
利
用
促
進
、
再
生

計
画
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
 

 

　
橋
　
勝
美
議 

員 

関
係
機
関
・
者
と
話
し
合
い 

後
期
計
画
で
検
討 

本
巣
市
の
支
援
策
を
継
続 

歯
科
医
師
会
と
協
議
し
、
協
力 

方
法
を
考
え
ま
す 

市
民
参
加
・
協
働
の
条
例
制
定 

の
考
え
は 

  

地
産
地
消
の
推
進
を 

 
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
協
力 

を 
 

子
育
て
支
援
の
方
針
は 

 
支
援
継
続
で
検
討 

樽
見
鉄
道
の
経
営
改
善
計
画
そ 

の
後
は 

 

▲モレラ岐阜駅 
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●一般質問・委員会活動● 

委員会 
総務企画 
委員会 
9月10日（月） 

総務企画 審査付託議案 

協議議案　 

　　樽見駅舎の再建に３６７５万円必要なのか。火災保険の査定は。 

　　本体２９００万円、駅舎設備工事２００万円、その他舗装工事等４００万円に 
　　消費税１７５万円で３６７５万円を計上。保険による査定は３５８０万円の予定。 

平成19年度一般会計補正予算（第3号）（関係部分） 

その他 
　樽見駅、根尾地域・糸貫地域の水防倉庫、防災倉庫の現地視察を行いました。 

１.本巣市税条例の一部を改正する条例 

 

全員賛成 

 

後
藤
　
壽
太
郎
議 

員 

 
 ①

各
自
治
会
の
集
会
所
が
避
難
場

所
に
指
定
し
て
あ
り
ま
す
。
耐

震
診
断
が
必
要
な
の
は
何
ヶ
所
か
。
 

②
耐
震
補
強
工
事
は
特
例
で
補
助

率
を
上
げ
、
早
期
補
強
を
促
す

必
要
性
が
あ
り
ま
す
が
。 

  

　
　
土
川
・
総
務
部
長 

　
市
内
１
２
９
個
所
の
当
該
施
設

に
一
時
避
難
所
の
看
板
を
設
置
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昭
和
56
年
６
月
１
日
に
施
行
の

新
建
築
基
準
法
の
耐
震
診
断
及
び

耐
震
補
強
工
事
の
対
象
は
、
１
２

９
公
民
館
等
中
41
ヶ
所
で
す
。
ま

ず
耐
震
診
断
を
受
け
る
よ
う
指
導

に
努
め
ま
す
。 

  

　
　
鷲
見
・
企
画
部
長 

　
当
該
施
設
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
地
区
集
会
所
整
備
事
業
補

助
金
制
度
の
中
で
検
討
を
進
め
ま

す
。
 

   　
義
務
教
育
の
子
供
達
が
公
共
施

設
を
利
用
す
る
場
合
は
、
使
用
料

の
減
免
が
出
来
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
市
内
の
学
校
区
で
使
用

料
を
支
払
っ
て
い
る
事
例
は
、
ど

れ
ほ
ど
あ
り
ま
す
か
。 

  

　
　
橋
・
教
育
長 

　
本
市
の
児
童
生
徒
の
使
用
に
限

定
し
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
 

　
夜
間
活
動
の
実
態
は
、
根
尾
中

以
外
は
不
定
期
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
 

①
４１
ヶ
所
必
要 

公
共
施
設
使
用
料
減
免
を 

②
現
行
補
助
金
制
度
を
利
用 

各
地
域
の
緊
急
避
難
所
の
耐
震 

は 
 

子
供
達
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
使
用 

す
る
公
共
施
設
使
用
料
に
つ
い 

て 
 

委員会活動 

他市では全期前納報奨金制度廃止について周知が徹底されていない場合
があった。市民から苦情が出ないようにしていただきたい。 

今回の補正予算において、周知のために必要経費を計上し、お知らせしてい
きたい。 

全期前納報奨金の額は。 

報奨金の実績は１９年度３０７０万円。１８年度２８３０万円。 

全期前納報奨金制度廃止により、滞納が増加するのでは。 

コンビニで24時間納付できる体制をとり、お願いしていきたい。 

▼根尾水防倉庫視察 
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議会だより 2007年11月1日発行　第16号 本 巣 市 
●委員会活動● 

委員会 
文教福祉 
委員会 
9月13日（木） 

文教福祉 協議議案 

体育館等の雨漏り対策が要望されており、夏休み中に工事するものと期待していたが、未施工である。 
今後の取組みは。 

すでに工事は発注済みであり、１２月の完了の予定です。 

平成19年度一般会計補正予算（関係部分） 

 

根尾小のプール屋根の撤去後、排水溝だけが残り、児童が走ってつまずくため、危険です。対策を。 

早急に現場を見て検討し、対策を講じます。 

 

 
学校に設置されるＡＥＤの設置個所は、夜間休日施錠される職員室、保健
室の予定であるが、昼間の学校関係者だけに対象者が限られるのか。ま
た、市内設置個所が広く市民にわかる様な工夫を。 

今後広く利用できる様、検討していく。 

 

委員会活動 

審査付託議案 

協議議案　 

一色ほたる公園改修工事の予算概要は。 

工事費１８９１万１千円。慰霊碑の移転及び立木補償等４２８万３千円。慰霊碑移転による土地３７０㎡の購入

費８４０万円。慰霊碑の移転にかかる土地鑑定委託料７０万円。 

平成19年度一般会計補正予算（第3号）（関係部分） 

平成19年度簡易水道特別会計補正予算（第1号） 

平成19年度農業集落排水特別会計補正予算（第2号） 

平成19年度水道事業会計補正予算（第1号） 

その他 
・屋外広告物の条例による許可地域等の追加指定について。 

・根尾黒津地域、須合橋架け替え工事について。 

　以上２点についての説明 

・国道１５７号工事現場（日当トンネル、門脇バイパス）等の現地視察。 

 

その他 
・社会保険庁の職員による年金横領問題について本庁には該当なし。 

・無資格医師であった「アイクリニック北方」の過去の受診についての報告。 

・学校給食センターの工事進捗状況。 

・中国山西省との交流事業について。 
 

１．本巣市小口融資条例の一部を改正する条例 

 

全員賛成 

 

２．平成１８年度本巣市水道事業会計決算認定 全員賛成 

 

 
市内の小口融資制度利用数は。また影響は。 

現在1件の利用がある。影響はないと考えます。 
委員会 
産業建設 
委員会 
9月14日（金） 

産業建設 

▲日当トンネル工事現場視察 



●場　　所 佐原４５２番地１ 
●営業日時 毎週水・土・日曜日と祝日 
 午前８時３０分から 
 午後５時まで 
●電　　話 ０５８１（３２）５５００ 
 

●営業内容● 
 

　平成１９年春より、組合員さん、佐原自治会など近隣の
みなさまのご協力により、地域の活性を目指してリニュー
アルオープンさせていただき、ありがとうございました。 
　今後ともご支援よろしくお願いいたします。　〈組合長〉 
 
　暖かい雰囲気の中、新鮮な野菜やエスプレッソコーヒー
でみなさまのご来店をお待ちしています。　　〈スタッフ〉 

議会だより 2007年11月1日発行　第16号 本 巣 市 
●市民の活動広場● 

12◎　田文一　 ○　橋秀和　黒田芳弘　浅野英彦　若原敏郎 


